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私
た
ち
は
毎
日
、
当
た
り
前
の
こ
と
と

し
て
ト
イ
レ
に
行
き
ま
す
。
身
体
に
不
必

要
な
も
の
を
排
泄
す
る
た
め
に
ト
イ
レ
に

行
き
ま
す
。
排
泄
す
る
こ
と
は
、
食
べ
る

こ
と
、
眠
る
こ
と
と
同
じ
よ
う
に
生
き
る

た
め
の
重
要
な
営
み
の
一
つ
で
す
。

　
災
害
が
起
き
る
と
、
水
洗
ト
イ
レ
の
ほ

と
ん
ど
は
使
用
で
き
な
く
な
る
こ
と
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
？
　
１７
年
前
に
都
市

部
を
襲
っ
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

断
水
し
た
ト
イ
レ
が
排
泄
物
で
一
杯
に

な
っ
て
し
ま
い
、
多
く
の
人
が
ト
イ
レ
難

民
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
生
ま
れ
た

言
葉
が
「
ト
イ
レ
パ
ニ
ッ
ク
」
で
す
。
そ

し
て
、
２
０
１
１
年
３
月
１１
日
、
東
日
本

大
震
災
で
も
同
様
に
ト
イ
レ
パ
ニ
ッ
ク
が

起
こ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
水
洗
ト
イ
レ

は
、
断
水
だ
け
で
な
く
、
停
電
や
給
排
水

管
の
損
傷
、
汚
水
処
理
施
設
の
機
能
停
止

な
ど
に
よ
っ
て
も
使
用
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
地
震
に
加
え
、
大
規
模
な
津
波
被
害

が
、
ト
イ
レ
・
衛
生
問
題
を
よ
り
深
刻
な

も
の
に
し
ま
し
た
。
水
洗
ト
イ
レ
が
使

え
な
く
て
も
、
排
泄
は
待
っ
た
な
し
で

す
。
ビ
ニ
ー
ル
袋
や
新
聞
紙
に
排
泄
し
た

り
、
校
庭
等
に
穴
を
掘
っ
て
ト
イ
レ
を
つ

く
っ
た
り
と
、
緊
急
的
な
対
応
を
強
い
ら

れ
ま
し
た
。
仮
設
ト
イ
レ
が
届
く
ま
で
の

１
～
２
週
間
、
も
し
く
は
そ
れ
よ
り
も
長

い
期
間
、
こ
の
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
の
で

す
。
手
洗
い
水
も
な
い
た
め
、
感
染
症
も

発
症
し
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
届
け
ら

れ
る
仮
設
ト
イ
レ
の
多
く
は
和
式
で
、
段

差
が
あ
り
、
狭
く
、
暗
い
空
間
で
す
。
屋

外
設
置
が
基
本
で
す
の
で
、
夜
間
や
悪
天

候
の
と
き
の
使
用
は
特
に
困
難
で
す
。
そ

の
た
め
、
ト
イ
レ
に
行
く
の
が
嫌
で
水
分

や
食
事
を
控
え
て
し
ま
い
、
脱
水
症
状
や

体
力
低
下
に
よ
り
、
病
気
に
な
っ
て
し
ま

う
の
で
す
。
ト
イ
レ
問
題
は
命
に
関
わ
り

ま
す
。

　
２
０
１
１
年
４
月
下
旬
、
私
た
ち
は
避

難
所
の
子
ど
も
た
ち
（
１０
歳
未
満
）
に
ト

イ
レ
の
こ
と
を
聞
く
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。「
混
ん
で
い
る
の
で
使
い
た
く
な
い
。

外
の
草
む
ら
で
し
て
い
る
。
た
ま
に
友
人

の
家
に
遊
び
に
行
っ
た
時
に
ト
イ
レ
を
借

り
て
大
便
を
し
て
い
る
。」「
我
慢
し
て
い

る
、
ド
ン
ド
ン
叩
く
の
で
怖
い
。」「
夜
、

ト
イ
レ
に
行
く
の
が
怖
く
て
も
大
人
に
は

頼
ら
な
い
。」
知
ら
な
い
人
と
の
共
同
生

活
、
老
朽
化
し
た
小
学
校
等
で
の
避
難
所

生
活
に
お
け
る
ト
イ
レ
は
、
子
ど
も
た
ち

を
身
体
的
に
も
精
神
的
に
も
追
い
詰
め
て

い
く
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　
一
昨
年
、
東
京
都
内
の
私
立
幼
稚
園
児

の
保
護
者
５
７
９
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

な
っ
た
結
果
、
和
式
ト
イ
レ
を
普
通
に
使

え
る
と
回
答
し
た
の
は
わ
ず
か
３９
％
で
、

そ
れ
以
外
は
「
で
き
る
け
ど
嫌
が
る
」「
で

き
な
い
」「
経
験
が
な
い
の
で
分
か
ら
な

い
」
で
し
た
。
家
庭
や
商
業
施
設
の
ト
イ

レ
は
ほ
と
ん
ど
が
洋
式
で
す
が
、
避
難
所

と
な
る
小
学
校
の
ト
イ
レ
や
仮
設
ト
イ
レ

の
多
く
は
和
式
で
す
。こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
大
き
な
ス
ト
レ

ス
と
な
る
で
し
ょ
う
。
防
災
用
ト
イ
レ
の

備
蓄
や
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
す
す
め
る
こ

と
は
大
切
で
す
が
、
そ
の
一
方
で
、
子
ど

も
た
ち
に
、
ど
の
よ
う
な
場
所
で
も
排
泄

で
き
る
精
神
力
と
身
体
力
を
つ
け
る
こ
と

も
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
排
泄
で
き

ず
に
困
る
の
は
、
子
ど
も
た
ち
自
身
な
の

で
す
。
和
式
ト
イ
レ
を
悪
者
扱
い
す
る
の

で
は
な
く
、
一
つ
の
選
択
肢
と
し
て
、
使

い
慣
れ
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
。

当
研
究
所
は
、
ト
イ
レ
教
育
の
一
環
と
し

て
子
ど
も
た
ち
に
和
式
ト
イ
レ
の
使
い
方

を
楽
し
く
身
に
つ
け
て
も
ら
う
よ
う
、
カ

ラ
フ
ル
な
ト
イ
レ
用
足
型
シ
ー
ル
を
商
品

化
し
ま
し
た
。
防
災
は
知
識
や
物
だ
け
で

な
く
、
身
体
を
備
え
る
こ
と
も
大
切
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。
明
る
い
ト
イ
レ
空
間
、

安
心
し
て
ト
イ
レ
に
行
け
る
時
間
、
ト
イ

レ
の
こ
と
を
話
題
に
で
き
る
仲
間
、
こ
れ

ら
に
加
え
て
、
い
ざ
と
い
う
時
に
も
た
く

ま
し
く
生
き
て
い
く
た
め
の
排
泄
力
づ
く

り
を
皆
様
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
行
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

日
本
ト
イ
レ
研
究
所
代
表
理
事
）
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私
幼
時
報
５
月
号
で
ご
紹
介
し
ま
し
た

本
財
団
が
企
画
・
制
作
し
た
東
日
本
大
震

災
・
幼
稚
園
記
録
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
い
つ
も
の
幼

稚
園
に
も
ど
る
こ
と
」
が
文
部
科
学
省
教

育
映
像
等
審
査
に
よ
り
特
別
選
定
に
評
価

さ
れ
ま
し
た
。
審
査
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

■
作
品
名

：

「
い
つ
も
の
幼
稚
園
に
戻
る

こ
と
～
２
０
１
１
年 

岩
手
県
大
槌
町
～
」

（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

■
評
価

：

文
部
科
学
省
特
別
選
定

■
分
類

：

社
会
教
育
（
教
材
）

■
対
象

：
成
人
向
き

■
教
科
等

：

家
庭
や
地
域
等
に
お
け
る
教

育
（
乳
幼
児
期
）

　�

福
島
県
内
の
学
校
の
屋
外

　
プ
ー
ル
の
利
用
に
つ
い
て

　　
文
部
科
学
省
は
、
学
校
の
設
置
者
等
が

学
校
の
屋
外
プ
ー
ル
の
利
用
を
判
断
さ
れ

る
際
の
考
え
方
に
つ
い
て
、
下
記
の
と
お

り
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。
▼
新
た
な
水
道

水
の
管
理
目
標
値
は
、
飲
用
の
み
な
ら
ず

入
浴
等
に
伴
う
被
ば
く
線
量
を
考
慮
し
て

設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
水

道
水
の
管
理
目
標
値
で
管
理
さ
れ
て
い
る

水
道
水
を
学
校
の
プ
ー
ル
で
利
用
す
る
こ

と
は
問
題
な
い
と
考
え
る
。
ま
た
、
井
戸

水
、
河
川
水
等
を
利
用
す
る
場
合
は
、
事

前
に
管
理
目
標
値
を
超
過
し
て
い
な
い
こ

と
を
確
か
め
る
も
の
と
す
る
▼
昨
年
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
や
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の

濃
度
推
移
状
況
等
を
考
慮
し
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
て
プ
ー
ル
水
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

を
行
う
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
１０
ベ
ク
レ

ル
／
㎏
と
の
管
理
目
標
値
は
、
上
限
値
の

水
を
１
年
間
継
続
し
て
毎
日
２
リ
ッ
ト
ル

摂
取
し
た
場
合
に
０
・
１
ミ
リ
シ
ー
ベ

ル
ト
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
設
定
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
、
プ
ー
ル
水
に
つ
い
て
は

同
程
度
の
誤
飲
を
想
定
し
が
た
い
た
め
、

仮
に
管
理
目
標
値
を
少
し
超
え
る
こ
と
が

あ
っ
て
も
、
屋
外
プ
ー
ル
の
利
用
を
制
限

す
る
必
要
は
な
い
。
な
お
、
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
が
検
出
さ
れ
た
場
合
は
、
原
因
を
検

討
し
、
プ
ー
ル
の
利
用
状
況
を
踏
ま
え
水

か
ら
受
け
る
放
射
線
量
を
参
考
に
し
て
、

必
要
に
応
じ
、
葉
や
土
、
砂
等
が
プ
ー
ル

に
入
ら
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
の
措
置
を

行
う
こ
と
と
す
る
▼
プ
ー
ル
サ
イ
ド
や
周

囲
か
ら
の
放
射
線
影
響
を
確
か
め
る
た

め
、
学
校
等
に
お
け
る
除
染
の
状
況
等
を

踏
ま
え
て
、
プ
ー
ル
サ
イ
ド
の
空
間
線
量

率
を
測
定
し
、
学
校
内
の
他
の
場
所
と
傾

向
が
異
な
る
高
い
値
を
示
し
た
場
合
に

は
、
必
要
な
除
染
等
を
行
う
も
の
と
す
る

▼
プ
ー
ル
の
清
掃
に
つ
い
て
は
、
除
染
の

状
況
等
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
、
児
童

生
徒
等
に
実
施
さ
せ
な
い
と
い
っ
た
配
慮

を
行
う
も
の
と
す
る
▼
屋
外
プ
ー
ル
の
使

用
に
当
た
っ
て
、
放
射
性
物
質
に
対
す
る

不
安
を
抱
く
保
護
者
に
対
し
て
は
、
上
記

の
点
に
つ
い
て
十
分
な
説
明
と
配
慮
を
行

う
こ
と
と
す
る
。

　
東
日
本
大
震
災
・
幼
稚
園
記
録
映
像

　「
い
つ
も
の
幼
稚
園
に
戻
る
こ
と
」
が
文
科
省
特
別
選
定
に

　
４
月
２７
日
、
岩
手
県
大
槌
町
の
お
さ

な
ご
幼
稚
園
（
箱
山
幸
子
園
長
）
で
、

㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
企
画
・
制
作
の

記
録
映
像
「
い
つ
も
の
幼
稚
園
に
戻
る

こ
と
～
２
０
１
１
年
岩
手
県
大
槌
町
」

の
上
映
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
記

録
映
像
は
お
さ
な
ご
幼
稚
園
の
協
力
に

よ
り
制
作
さ
れ
た
も
の
で
、
上
映
会
に

は
お
さ
な
ご
幼
稚
園
の
園
児
・
保
護
者
、

教
職
員
な
ど
約
５０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
上
映
に
先
立
ち
、
田
中
雅
道
理
事

長
か
ら
長
期
に
わ
た
る
撮
影
へ
の
協
力

に
対
す
る
御
礼
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
　 

「
い
つ
も
の
幼
稚
園
に
戻
る
こ
と
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
手
県
大
槌
町
で
上
映

私
立
幼
稚
園
に
空
前
の
被
害

東
日
本
大
震
災
⑭

（財）全日私幼研究機構

文科省

記
録
映
像



― 3 ―私幼時報／２０１２．６

　
５
月
８
日
、
東
京
・
私
学
会
館
に
お
い

て
全
日
私
幼
連
の
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、

構
成
員
５４
人
が
出
席
し
ま
し
た
。（
定
足

数
６１
人
中
、
委
任
お
よ
び
代
理
出
席
含
め

過
半
数
有
効
成
立
）

　
尾
上
正
史
副
会
長
の
開
会
の
あ
い
さ
つ

の
後
、香
川
敬
会
長
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、

続
い
て
、議
長
に
相
田
芳
久
氏（
静
岡
県
）、

松
下
瑞
應
氏
（
和
歌
山
県
）
を
選
出
し
議

事
に
入
り
、
議
事
録
署
名
人
に
米
川
晃
氏

（
広
島
県
）、
吉
田
精
華
氏
（
熊
本
県
）
を

選
任
し
ま
し
た
。

◦
報
告
案
件
１

：

東
日
本
大
震
災
義
捐
金

に
つ
い
て
／
中
浦
正
音
総
務
委
員
長
か
ら

東
日
本
大
震
災
義
捐
金
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

◦
報
告
案
件
２

：

全
日
私
幼
連
会
務
運
営

報
告
の
件
／
各
委
員
会
委
員
長
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
座
長
か
ら
現
状
会
務
の
推
進
に

つ
き
説
明
・
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

◦
審
議
案
件
１

：

平
成
２３
年
度
事
業
報
告

承
認
の
件
／
各
委
員
会
委
員
長
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
座
長
か
ら
説
明
・
報
告
が
あ
り
、

原
案
を
議
決
し
ま
し
た
。

◦
審
議
案
件
２

：

平
成
２３
年
度
収
支
決
算

承
認
の
件
／
中
浦
総
務
委
員
長
か
ら
、
資

料
を
も
と
に
説
明
・
報
告
が
あ
り
、
原
案

を
議
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
芝
木
捷
子
監

事
か
ら
、
会
務
監
査
報
告
が
あ
り
、
財
産

の
状
況
は
正
確
に
記
載
さ
れ
、
業
務
執
行

状
況
は
、
不
整
な
く
行
な
わ
れ
て
い
る
と

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

◦
審
議
案
件
３

：

全
日
私
幼
連
会
則
、
会

則
施
行
細
則
、
総
会
議
事
規
則
改
正
案
承

認
の
件
／
中
浦
総
務
委
員
長
か
ら
全
日
私

幼
連
の
評
議
員
に
か
か
る
、
会
則
、
会
則

施
行
細
則
、
総
会
議
事
規
則
の
改
正
案
が

提
案
さ
れ
、
原
案
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

◦
審
議
案
件
４

：

全
日
私
幼
連
副
会
長
の

選
任
の
件
／
中
浦
総
務
委
員
長
か
ら
、
前

回
の
理
事
会
に
お
け
る
審
議
経
過
の
報
告

が
行
な
わ
れ
、
続
い
て
香
川
会
長
か
ら
副

会
長
候
補
者
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
満

場
一
致
で
総
会
へ
上
程
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
副
会
長
候
補
者
は
北
條
泰
雅 

 

氏
（
東
京
都
）、村
山
十
五
氏
（
宮
城
県
）、

尾
上
正
史
氏
（
福
岡
県
）。

◦
協
議
案
件
１

：

子
ど
も
・
子
育
て
新
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
／
入
谷
政
策
委
員
長
、

北
條
副
会
長
、
田
中
㈶
全
日
私
幼
研
究
機

構
理
事
長
、
香
川
会
長
か
ら
説
明
・
報
告

が
あ
り
、
協
議
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

◦
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
か
ら
の
報
告
／

田
中
雅
道
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
理
事
長

か
ら
資
料
を
も
と
に
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

◦
そ
の
他

：

中
浦
総
務
委
員
長
か
ら
、
５

月
２３
日
に
行
な
わ
れ
る
平
成
２４
年
度
全
日

私
幼
連
定
時
総
会
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。 （
調
査
広
報
委
員
長
・
坂
本
洋
）

●
５
・
８
理
事
会

　
　 
副
会
長
候
補
者
は
北
條
氏

（東京）

、
村
山
氏

（宮城）

、
尾
上
氏

（福岡）

全
日
私
幼
連
の
会
議

　
全
日
私
幼
連
の
第
２８
回
設
置
者
・
園

長
全
国
研
修
大
会
は
、
来
る
１０
月
２２
日

（
月
）・
２３
日
（
火
）
の
２
日
間
に
わ 

た
っ
て
千
葉
県
浦
安
市
で
開
催
す
る
予

定
で
す
。

　
研
修
会
の
内
容
や
会
場
等
の
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
、
決
ま
り
次
第
あ
ら
た

め
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　
　
全
日
私
幼
連
　
設
置
者
・
園
長
全
国
研
修
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
千
葉
で
開
催
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４
月
２４
日
、
東
京
・
私
学
会
館
に
お
い

て
常
任
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
２７
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

　
北
條
泰
雅
副
会
長
の
開
会
の
あ
い
さ
つ

の
後
、香
川
敬
会
長
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、

続
い
て
、
議
長
に
村
山
十
五
副
会
長
、
議

事
録
署
名
人
に
は
武
田
正
廣
常
任
理
事
、

田
中
辰
実
経
営
研
究
委
員
長
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

■
報
告
案
件
１

：

東
日
本
大
震
災
義
捐
金

に
つ
い
て
／
中
浦
正
音
総
務
委
員
長
か
ら

東
日
本
大
震
災
義
捐
金
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

■
報
告
案
件
２

：

全
日
私
幼
連
会
務
運
営

報
告
の
件
／
各
委
員
会
委
員
長
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
座
長
か
ら
資
料
を
も
と
に
説

明
・
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

■
審
議
案
件
１

：

平
成
２３
年
度
事
業
報
告 

 

承
認
の
件
／
各
委
員
長
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

座
長
か
ら
説
明
・
報
告
が
あ
り
、
原
案
を

議
決
し
ま
し
た
。

■
審
議
案
件
２

：

平
成
２３
年
度
収
支
決
算

承
認
の
件
／
中
浦
総
務
委
員
長
か
ら
、
資

料
を
も
と
に
説
明
・
報
告
が
あ
り
、
原
案

を
議
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
阿
部
能
夫
監

事
か
ら
、
会
務
監
査
報
告
が
あ
り
、
財
産

の
状
況
は
正
確
に
記
載
さ
れ
、
業
務
執
行

状
況
は
、
不
整
な
く
行
な
わ
れ
て
い
る
と

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

■
審
議
案
件
３

：

全
日
私
幼
連
会
則
、
会

則
施
行
細
則
、
総
会
議
事
規
則
改
正
案
承

認
の
件
／
中
浦
総
務
委
員
長
か
ら
全
日
私

幼
連
の
評
議
員
に
か
か
る
、
会
則
、
会
則

施
行
細
則
、
総
会
議
事
規
則
の
改
正
案
が

提
案
さ
れ
、
原
案
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
か
ら
の
報
告
／

田
中
雅
道
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
理
事
長

か
ら
資
料
を
も
と
に
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

■
そ
の
他

：

中
浦
総
務
委
員
長
か
ら
、
５

月
２３
日
に
行
な
わ
れ
る
平
成
２４
年
度
全
日

私
幼
連
定
時
総
会
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　
監
事
か
ら
監
事
所
見
が
あ
り
、
本
常
任

理
事
会
は
閉
会
と
な
り
、
審
議
案
件
を
理

事
会
に
上
程
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

（
総
務
委
員
長
・
中
浦
正
音
）

●
４
・
２４
常
任
理
事
会

　
　
　 
事
業
報
告
・
収
支
決
算

　
　
　
　
　
　
　
　
会
則
改
正
案
を
議
決

　
全
日
私
幼
連
経
営
研
究
委
員
会
（
田

中
辰
実
委
員
長
）
で
は
、
例
年
同
様

「
私
立
幼
稚
園
経
営
実
態
調
査
」
を
実

施
し
ま
す
。
昨
年
度
は
、
皆
さ
ま
の

ご
協
力
に
よ
り
、
６２
・
５
％
の
回
収
率

が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
調
査
は
、
私
立
幼
稚
園
の
各
種
施

策
の
基
礎
資
料
と
し
て
実
施
す
る
も
の

で
す
。

　
今
年
度
も
調
査
へ
の
回
答
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
な
お
、
本
調
査
は
昨
年
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
を
行
な
っ
て
お

り
ま
す
。
回
答
方
法
に
つ
き
ま
し
て

は
７
～
１０
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
本
調
査
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
入
力
開
始
は
、
６
月
１
日
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
ご
不
明
な
点

は
、
全
日
私
幼
連
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
電
話

：

０
３

－

３
２
３
７

－

１
０
８
０
〕

　
私
立
幼
稚
園
経
営
実
態
調
査

　
　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
に
ご
協
力
を
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ニ
ュ
ー
ス
の
ひ
ろ
ば

◎
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム

　
総
合
こ
ど
も
園
法
案
を
閣
議
決
定

　
３
月
３０
日
、
政
府
は
い
わ
ゆ
る
消
費
税

増
税
法
案
と
と
も
に
、
総
合
こ
ど
も
園
法

案
等
の
関
連
３
法
案
を
閣
議
決
定
し
ま
し

た
。
消
費
税
が
１０
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る

２
０
１
５
年
に
総
合
こ
ど
も
園
制
度
や
こ

ど
も
園
給
付
を
創
設
す
る
方
針
で
す
。

　
全
日
私
幼
連
で
は
、
こ
れ
ら
の
法
案
に

は
解
決
さ
れ
て
い
な
い
重
要
課
題
が
積
み

残
さ
れ
て
い
る
状
態
で
あ
る
と
の
認
識
に

も
と
づ
い
て
、
正
副
会
長
を
先
頭
に
、
政

府
、
与
党
、
野
党
を
問
わ
ず
懸
命
に
働
き

か
け
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
都

道
府
県
団
体
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
各
地
域
で
も
地
元
か
ら
の
緊
急
要
望

を
行
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　�

自
民
党
幼
児
教
育
議
連
総
会
で

　
意
見
表
明

　
　
　

　
４
月
１２
日
、
東
京
永
田
町
の
自
民
党
本

部
で
、
自
民
党
の
幼
児
教
育
議
員
連
盟
の

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
閣
僚
経
験
者

を
含
め
て
国
会
議
員
が
約
３０
人
、
代
理
の

秘
書
も
大
勢
詰
め
掛
け
て
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。
会
議
で
は
子
ど
も
・
子
育
て
新

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、行
政
か
ら
の
報
告
、

全
日
私
幼
連
か
ら
の
意
見
聴
取
が
行
な
わ

れ
、
全
日
私
幼
連
の
香
川
敬
会
長
、
北
條

泰
雅
副
会
長
、
田
中
雅
道
全
日
私
幼
研
究

機
構
理
事
長
、
入
谷
幸
二
政
策
委
員
長
が

出
席
。
中
曽
根
弘
文
議
連
会
長
の
挨
拶
の

後
、内
閣
府
よ
り
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
全
日
私
幼
連
か
ら
の
意
見
発

表
が
行
な
わ
れ
、
香
川
会
長
は
、
株
式
会

社
が
総
合
こ
ど
も
園
へ
参
入
す
る
こ
と
に

は
反
対
で
あ
る
と
と
も
に
、
認
定
こ
ど
も

園
の
検
証
が
未
だ
に
な
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
見

直
し
な
ど
、
問
題
が
山
積
み
の
ま
ま
幼
保

一
体
化
が
目
的
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
を

懸
念
す
る
旨
を
発
言
。
北
條
副
会
長
は
、

ワ
ー
キ
ン
グ
の
運
営
に
関
す
る
疑
義
、
総

合
こ
ど
も
園
の
基
準
に
つ
い
て
の
問
題
な

ど
、
意
見
書
に
沿
っ
て
発
言
し
ま
し
た
。

田
中
理
事
長
は
、
長
時
間
の
施
設
保
育
が

学
力
低
下
に
つ
な
が
る
懸
念
が
あ
る
旨
を

発
言
し
ま
し
た
。

　
議
連
の
国
会
議
員
の
先
生
方
か
ら
は
▼

検
討
作
業
の
運
営
が
乱
暴
だ
っ
た
の
で
は

な
い
か
。
認
定
こ
ど
も
園
が
な
ぜ
だ
め
な

の
か
説
明
が
な
い
▼
幼
稚
園
と
保
育
所
が

そ
れ
ぞ
れ
行
な
っ
て
き
た
役
割
を
無
視
し

て
い
る
。
現
状
の
幼
稚
園
・
保
育
所
の
ど

こ
に
問
題
が
あ
る
の
か
▼
新
シ
ス
テ
ム
は

親
と
子
を
引
き
離
す
政
策
▼
教
育
的
な
観

点
が
含
ま
れ
て
い
な
い
▼
株
式
会
社
の
参

入
の
問
題
は
大
学
の
特
区
で
す
で
に
問
題

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
な

ぜ
そ
の
失
敗
が
活
か
さ
れ
な
い
ま
ま
制
度

に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
か
▼
中
教
審
で

し
っ
か
り
議
論
を
行
な
っ
た
の
か
▼
撤
退

規
制
と
い
っ
て
も
株
式
会
社
は
倒
産
し

て
し
ま
え
ば
認
可
も
な
に
も
関
係
な
い
▼

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
対
応
し

な
が
ら
進
め
る
べ
き
▼
教
育
政
策
と
社
会

保
障
政
策
の
整
理
が
な
さ
れ
て
い
な
い
▼

株
式
会
社
の
配
当
規
制
は
株
主
訴
訟
の
も

と
に
な
ら
な
い
か
▼
待
機
児
童
対
策
で
は

な
く
待
機
マ
マ
対
策
に
な
っ
て
い
る
。
待

機
児
童
は
新
た
な
需
要
の
掘
り
起
こ
し
に

よ
り
減
る
こ
と
は
な
い
▼
子
ど
も
は
長
時

間
の
施
設
入
所
を
望
ん
で
は
い
な
い
は
ず

▼
無
理
に
保
育
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起
こ
す
の

で
は
な
く
、
母
と
子
の
健
全
な
関
係
を
大

切
に
▼
認
定
こ
ど
も
園
の
何
が
悪
い
の
か

説
明
が
な
い
▼
今
回
の
法
案
は
国
家
の
崩

壊
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
内
容
を
含
ん
で

い
る
▼
親
の
就
労
状
態
に
よ
っ
て
給
付
の

差
は
生
ず
る
の
か
▼
運
動
場
の
な
い
学
校

を
容
認
す
る
の
か
▼
多
様
性
を
大
切
に
せ

ず
に
幼
稚
園
・
保
育
所
を
無
理
や
り
一
緒

に
す
る
必
要
は
あ
る
の
か
▼
教
育
と
保
育

の
質
の
向
上
と
い
う
が
親
以
上
の
教
育
者

は
い
な
い
。
家
庭
教
育
を
外
注
化
す
る
法

が
で
き
れ
ば
便
利
に
使
お
う
と
す
る
人
が

で
る
。
楽
な
ほ
う
へ
流
さ
れ
て
い
い
の
か

▼
党
と
し
て
対
案
を
―
―
な
ど
、
意
見

や
質
問
が
次
々
と
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
連
総
会
と
し
て
は
異
例
と
も
い
え
る

２
時
間
近
く
の
協
議
と
な
り
、
大
勢
の
国

会
議
員
の
先
生
方
も
最
後
ま
で
議
論
を
続

け
ら
れ
ま
し
た
。
質
問
に
対
し
て
、
内
閣

府
、
文
科
省
、
厚
労
省
か
ら
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
が
、
全
体
の
空
気
と
し
て
は
、
今

回
の
法
案
に
は
き
わ
め
て
多
く
の
懸
念
さ

れ
る
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
議
論

の
ま
ま
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
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平
成

2
4
年

4
月

1
2
日
  

「
子

ど
も

・
子

育
て

新
シ

ス
テ

ム
」

に
関

す
る

当
面

の
重

要
課

題
 

 

全
日
本
私
立
幼
稚
園
連
合
会
 

 １
、
総
合
こ
ど
も
園
（
仮
称
）
へ
の
株
式
会
社
の
参
入
に
反
対
 

 
 

学
校

教
育

と
し

て
の

公
共

性
・

継
続

性
・

安
定

性
が

強
く

求
め

ら
れ

る
学

校
教

育
体

系
全

体
の

整
合

性
の

観
点

か
ら

、
学

校
教

育
を

行
う

制
度

と
位

置
づ

け
ら

れ
る

「
総

合
こ

ど
も

園

（
仮
称
）
」
へ
の
株
式
会
社
の
参
入
に
つ
い
て
は
、
強
く
反
対
す
る
。
 

 
 

ま
た

、
「

総
合

こ
ど

も
園

（
仮

称
）
」

の
導

入
に

伴
う

学
校

教
育

法
等

の
教

育
関

係
法

制
度

の
改
正
に
関
し
て
は
中
央
教
育
審
議
会
に
お
け
る
十
分
な
審
議
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
 

 ２
、
教
育
基
本
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
学
校
教
育
と
家
庭
教
育
の
役
割
分
担
を
前
提
に
 

教
育

基
本

法
に

お
い

て
は

、
教

育
の

目
的

及
び

理
念

を
示

し
た

上
で

、
公

教
育

と
し

て
の

学
校

教
育

の
役

割
、

家
庭

教
育

の
役

割
等

を
規

定
し

て
い

る
。

今
後

も
幼

保
一

体
化

の
検

討

に
当
た
っ
て
は
、
教
育
基
本
法
に
規
定
す
る
教
育
体
系
を
前
提
と
し
て
、
検
討
を
行
う
べ
き
。
 

ま
た

、
当

面
、

幼
稚

園
に

お
け

る
預

か
り

保
育

の
拡

充
、

認
定

こ
ど

も
園

の
検

証
に

基
づ

く
認
定
手
続
き
等
の
緩
和
、
並
び
に
安
心
こ
ど
も
基
金
の
拡
充
を
早
急
に
図
る
べ
き
。
 

 ３
、
総
合
こ
ど
も
園
（
仮
称
）
の
教
育
の
質
の
担
保
が
必
要
 

総
合

こ
ど

も
園

（
仮

称
）

に
つ

い
て

の
国

の
基

準
は

、
当

初
、

幼
稚

園
と

保
育

所
の

基
準

の
高

い
方

と
さ

れ
て

い
た

も
の

が
、

認
定

こ
ど

も
園

（
幼

保
連

携
型

）
の

基
準

へ
後

退
し

、

低
い
方
の
基
準
に
誘
導
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
は
国
民
全
て
が
望
ま
な
い
方
向
と
い
え
る
。
 

総
合

こ
ど

も
園

（
仮

称
）

は
学

校
と

し
て

の
性

格
を

も
有

す
る

と
さ

れ
る

以
上

、
学

校
と

し
て

の
最

低
基

準
で

あ
る

現
行

の
幼

稚
園

設
置

基
準

を
満

た
す

施
設

が
学

校
と

し
て

認
可

さ

れ
る
べ
き
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
 

学
校

教
育

機
能

部
分

に
関

す
る

設
置

基
準

は
、

現
行

よ
り

も
教

育
の

質
を

向
上

せ
し

め
る

も
の

と
す

べ
き

で
あ

り
、

既
に

認
可

を
受

け
て

い
る

保
育

所
が

総
合

こ
ど

も
園

（
仮

称
）

に

移
行

す
る

場
合

で
も

、
現

行
の

幼
稚

園
設

置
基

準
で

規
定

さ
れ

て
い

る
運

動
場

の
必

置
義

務

に
つ
い
て
は
一
定
の
期
限
内
に
満
た
さ
れ
る
べ
き
。
 

 ４
、
子
ど
も
に
対
す
る
個
人
給
付
は
子
ど
も
に
と
っ
て
公
平
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
～
保

護
者
の
就
労
の
有
無
で
格
差
が
生
ま
れ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
 

こ
ど

も
園

給
付

は
機

関
補

助
で

は
な

く
個

人
給

付
と

さ
れ

て
い

る
。

な
ぜ

機
関

補
助

と
せ

ず
、

個
人

給
付

の
法

定
代

理
受

領
と

い
う

、
一

般
に

は
理

解
し

が
た

い
複

雑
な

仕
組

み
と

す

る
必
要
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
十
分
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
 

 
 

個
人

給
付

で
あ

る
な

ら
ば

給
付

の
対

象
で

あ
る

子
ど

も
に

と
っ

て
公

平
な

も
の

で
あ

る
の

が
当
然
で
あ
り
、
「
就
労
時
間
に
応
じ
た
」
給
付
は
、
公
平
性
に
反
し
、
子
ど
も
の
最
善
の
利

益
に
反
す
る
も
の
と
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
 

例
え
ば
、
子
ど
も
一
人
当
た
り
の
給
付
額
を
公
平
一
律
に
確
定
さ
せ
た
上
で
、
保
育
を
必
要

と
し
な
い
子
ど
も
に
は
、
現
金
給
付
を
行
う
な
ど
す
べ
き
で
あ
る
。
 

 ５
、
幼
保
・
公
私
間
の
公
平
性
の
確
保
が
必
要
 

ワ
ー

キ
ン

グ
チ

ー
ム

に
お

け
る

説
明

で
は

、
公

費
負

担
割

合
（

国
の

財
政

措
置

及
び

地
方

財
政

措
置

に
基

づ
く

も
の

）
は

現
行

、
保

育
所

５
割

、
幼

稚
園

４
割

で
あ

り
、

新
シ

ス
テ

ム

に
お

い
て

公
費

負
担

割
合

を
そ

れ
ぞ

れ
１

割
増

加
さ

せ
、

保
６

割
・

幼
５

割
と

し
、

そ
れ

を

も
っ

て
質

の
改

善
に

あ
て

る
と

し
て

い
る

。
ま

た
、

保
育

の
必

要
性

の
な

い
子

ど
も

の
利

用

者
負

担
に

つ
い

て
は

、
現

行
の

幼
稚

園
制

度
の

利
用

者
負

担
の

水
準

を
基

本
と

す
る

と
と

も

に
、

長
時

間
利

用
の

子
ど

も
の

利
用

者
負

担
と

の
関

係
に

つ
い

て
は

、
引

き
続

き
整

理
す

る

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
 

今
後

、
幼

児
教

育
の

質
の

改
善

の
た

め
の

公
費

負
担

割
合

の
増

加
を

確
実

に
行

う
と

と
も

に
、
そ
の
内
容
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
利
用
者
負
担
に
つ
い
て
は
、

幼
保

に
お

い
て

、
利

用
時

間
が

異
な

る
こ

と
を

踏
ま

え
た

設
定

を
行

う
と

と
も

に
、

幼
保

・

公
私
の
別
に
か
か
わ
ら
ず
公
平
性
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
 

 ６
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に
関
し
て
具
体
的
な
取
り
組
み
が
何
も
示
さ

れ
て
い
な
い
 

 
 
近
年
の
保
育
環
境
の
悪
化
を
食
い
止
め
、
改
善

し
て

い
く

た
め

に
は

、
ワ

ー
ク
・
ラ

イ
フ

・

バ
ラ

ン
ス

を
実

現
し

、
親

が
家

庭
に

お
い

て
も

子
ど

も
と

よ
り

多
く

の
時

間
を

過
ご

す
こ

と

が
で

き
る

よ
う

に
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
こ

の
こ

と
な

く
し

て
保

育
の

多
様

な
サ

ー
ビ

ス

の
み

が
強

調
さ

れ
る

な
ら

ば
、

保
育

環
境

は
一

層
悪

化
し

、
子

ど
も

の
権

利
を

踏
み

に
じ

る

こ
と
と
な
る
。
 

 ７
、
幼
児
教
育
重
視
を
国
家
戦
略
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
の
充
実
を
期
す
べ
き
で
あ
る
 

幼
児

教
育

重
視

を
国

家
戦

略
に

位
置

付
け

、
そ

の
充

実
を

は
か

る
と

い
う

視
点

が
極

め
て

不
十

分
で

あ
る

。
法

律
の

趣
旨

に
お

い
て

、
こ

の
視

点
を

踏
ま

え
る

こ
と

を
明

確
に

す
る

と

と
も

に
、

国
の

基
本

方
針

、
都

道
府

県
の

新
シ

ス
テ

ム
事

業
支

援
計

画
、

市
町

村
の

新
シ

ス

テ
ム
事
業
計
画
等
に
お
い
て
、
幼
児
教
育
の
充
実
を
位
置
づ
け
る
べ
き
で
あ
る
。
 

 
 

ま
た

、
早

急
に

政
府

内
に

担
当

部
署

を
定

め
、

国
家

戦
略

と
し

て
幼

児
教

育
の

充
実

を
推

進
す
る
体
制
を
構
築
す
べ
き
で
あ
る
。
 

以
 
上
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①全日本私立幼稚園連合会ホームページのログインと
私立幼稚園経営実態調査票画面への移動

平成２４年度実態調査入力

ユーザー名とパスワード
を入力して、ログインボ
タンを押します。

メインメニュー下部にある平成
２４年度実態調査入力を押し
て、私立幼稚園経営実態調査
画面へ移動します。

灰色のログインフォーム
にて、全日本私立幼稚
園連合会ホームページ
にログインした際に使用
したユーザー名を再度
入力し、ログインボタンを
押します。

②実態調査入力の一時保存
入力途中で一時的に保存して終了（一時保存）
する場合、入力画面最下にある「一時保存」ボ
タンを押します。

このとき、電話番号とメールアドレスの入力が
必須となります。入力がない場合、保存するこ
とができません。

一時保存を行うと、実態調査再開方法とパスワードが
記載されたメールが入力されたメールアドレス宛てに
送付されます。

XXXX

誤って一時保存をしてしまった場合、 「実態調査を続ける」
ボタンを押し、入力画面に戻ります。
※このとき、再度ログインする必要はありません。

平成２４年度私立幼稚園経営実態調査・電子入力方法
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③実態調査入力の再開

黄色のログインフォームにて、ユーザー名
と経営実態調査再開パスワードを入力して
入力を再開します。

経営実態調査再開パスワードは一時保存
時に送られてきたメールに記載されていま
す。

～

④実態調査の入力エラーチェック
入力した内容にエラーがある場合、入力画面が
再度表示され、エラーの内容が画面上部に表
示されます。

入力内容を修正したら、再度「確認に進む」ボタ
ンを押します。

エラーメッセージの頭にある設問番号（【１】～【６】）と、
入力画面の設問番号（【１】～【６】）を参考に
入力内容を見直します。

平成２４年度私立幼稚園経営実態調査・電子入力方法
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⑤実態調査の確認と送信
入力した調査内容を確認します。確認して問題が
なければ、「実態調査を送信する」ボタンを押しま
す。

修正が必要な場合は、「入力画面に戻す」ボタンを
押し、修正してください。

⑥実態調査の送信完了
実態調査の確認にて「実態調査を送信
する」ボタンを押すと、実態調査が完了
し、完了通知メールが入力されたメール
アドレス宛てに送付されます。

このメールには、重要な情報が記載さ
れているので、決して消去せずに大切
に保管してください。

回答期間中は、実態調査完了後も入力
内容の修正が可能です。

その場合、黄色のログインフォームにて、
ユーザー名と経営実態調査再開パス
ワードを入力して修正します。

平成２４年度私立幼稚園経営実態調査・電子入力方法
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⑦実態調査の控えを印刷

実態調査の控えを印刷するには、

実態調査を送信したときに送られてきた
メールに記載されているURLを押します。

URLを押して表示された画面にて、「実態調
査の控え」ボタンを押します。

実態調査の控え画面にて、画面左上の「印
刷」ボタンを押します。

⑧自己財務分析表を印刷 自己財務分析表の控えを印刷するには、

実態調査を送信したときに送られてきた
メールに記載されているURLを押します。

※リアルタイム集計、最終的な確定値を
見たい場合も、メールに記載されている
URLからアクセスしてください。

URLを押して表示された画面にて、「自己
財務分析表」ボタンを押します。

自己財務分析表画面にて、画面左上の
「印刷」ボタンを押します。

【５】平成２３年度収支調査

（学校法人の場合は消費収支計算書）
を記入しないと、自己財務分析表は
入手できません。

平成２４年度私立幼稚園経営実態調査・電子入力方法
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今
回
か
らD

r.W
.S

tev
en

 B
arn

ett

（N
IE

E
R

,R
u
tg

ers

）
の
講
演
内
容
を
数

回
に
わ
た
っ
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
な
ぜ
幼
児
期
の
発
達
に
投
資
す
る
の
か
？

・ 

生
後
５
年
目
ま
で
に
言
語
・
学
力
・
習

慣
・
社
会
的
／
情
緒
的
な
発
達
の
基
盤

が
出
来
上
が
る
か
ら

・ 

５
歳
以
降
も
発
達
の
『
窓
』
が
閉
じ
る

わ
け
で
は
な
い
が
、「
追
い
つ
く
」
こ

と
は
と
て
も
大
変

・ 

世
界
中
で
５
歳
未
満
の
２
億
人
の
子

ど
も
が
、
潜
在
的
に
持
つ
発
達
の
可
能

性
を
満
た
せ
て
い
な
い

・ 

幼
児
期
の
介
入
は
、
発
達
を
促
し
、
効

率
的
に
経
済
的
な
利
益
を
得
る
こ
と

が
で
き
る

◆�

幼
児
期
発
達
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
長
期
的
利

益
の
検
証

　
ア
メ
リ
カ
、
０
～
５
歳
対
象
、
１
９
６

０
年
以
降
の
１
２
３
研
究
。
偏
見
な
い
数

字
を
み
る
た
め
、
す
べ
て
の
研
究
結
果
を

メ
タ
分
析
。

【
結
論
】
＊
グ
ラ
フ
①

・ 

長
期
的
な
効
果
は
あ
る
。
た
だ
し
、
そ

れ
は
短
期
的
な
効
果
の
半
分
と
な
る
。

　
→ 

長
期
的
な
効
果
の
目
標
を
設
定
す
る

と
き
、
短
期
的
な
効
果
は
そ
の
２
倍

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

・ 

す
べ
て
の
手
法
で
効
果
が
み
ら
れ
る

が
、
領
域
に
よ
っ
て
効
果
の
大
き
さ
は

異
な
る
。
複
数
の
手
法
を
用
い
る
こ
と

は
有
効
。

＊
グ
ラ
フ
②

　 

手
法

：

栄
養
（
食
事
）、
条
件
付
金
銭

支
援
、
教
育
（
途
上
国
で
は
、
教
育
と

栄
養
は
セ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
が
多
い
）

　
領
域

：

認
知
・
社
会
性
・
学
力
・
健
康

・
教
育
は
重
要
な
要
素

・ 

全
子
ど
も
対
象
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
ア
メ

リ
カ
で
は
負
の
効
果
、
他
の
す
べ
て
の

国
で
は
正
の
効
果
が
測
定
さ
れ
て
い

る
。

　
→ 

効
果
の
正
負
は
社
会
背
景
や
需
要
に

よ
っ
て
変
わ
る
。
Ｕ
Ｓ
で
は
、
あ
ま

り
に
低
予
算
で
多
く
の
要
求
を
さ

れ
て
い
る

◆��

幼
児
期
の
発
達
へ
の
投
資
が
も
た
ら
す

潜
在
的
な
利
益

学
業
的
成
功
と
経
済
的
生
産
性

・
テ
ス
ト
成
績

↑

・
特
別
支
援
、
学
年
再
履
修
↑

・
高
校
卒
業
率

↑

・
態
度
問
題
、
非
行
、
犯
罪
↑

・ 

雇
用
、
所
得

↑
福
祉
依
存
↑

(

２
世

代(

子
ど
も
＆
親)

に
影
響)

・
喫
煙
、
薬
物
使
用
、
鬱
↑

　
→ 

す
べ
て
政
府
の
負
担
。
政
府
は
「
幼

児
教
育
に
投
資
で
き
な
い
」と
言
う
。

そ
の
理
由
は
、
幼
児
教
育
で
根
本
的

に
解
決
で
き
得
る
問
題
の
対
症
療

法
に
あ
ま
り
に
お
金
を
使
っ
て
い

る
か
ら
。

政
府
負
担
の
減
少

・
教
育
費
用

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
用

・
刑
事
司
法
費
用

・ 

保
健
費
用(

１０
代
の
妊
娠
、
喫
煙
な
ど)

（
次
号
に
つ
づ
く
）
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長
い
間
こ
の
仕
事
に
つ
い
て
い
る
と

「
今
の
子
ど
も
た
ち
は
、
ど
ん
な
夢
や
希

望
を
持
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
疑

問
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
不
安

定
な
経
済
、
迷
走
す
る
政
治
、
手
本
に
な

ら
な
い
大
人
の
所
業
…
…
こ
ん
な
状
況
で

は
、
自
分
で
も
未
来
や
夢
は
持
つ
こ
と
が

で
き
る
の
か
、
確
信
が
も
て
ま
せ
ん
。

　
ま
た
ど
の
子
ど
も
に
も
「
良
質
な
教

育
」
を
保
障
す
る
こ
と
も
、
北
か
ら
南
ま

で
一
つ
の
シ
ス
テ
ム
に
集
約
さ
れ
る
こ
と

も
、
理
屈
と
し
て
目
指
す
一
つ
の
形
で
は

あ
る
こ
と
は
理
解
で
き
ま
す
。
た
だ
、
言

う
は
易
し
な
の
で
す
が
、
一
つ
の
幼
稚
園

の
一
つ
の
ク
ラ
ス
の
子
ど
も
た
ち
だ
け
を

と
っ
て
も
、
そ
の
生
い
立
ち
や
環
境
も
異

な
る
で
し
ょ
う
。
逆
に
言
え
る
の
は
、
多

様
な
状
況
を
一
元
の
政
策
で
決
め
る
の
は

無
理
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
し
、
取
り

こ
ぼ
し
や
無
駄
も
多
く
な
る
は
ず
で
す
。

私
た
ち
は
こ
こ
で
、
も
う
一
度
見
直
し
、

基
本
に
立
ち
返
り
、
未
来
を
鑑
み
理
想
と

す
る
そ
の
道
標
を

模
索
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。
新
し
い
子

育
て
は
、
過
去
を

切
り
捨
て
た
向
こ

う
で
は
な
く
、
ま
た
、
過
去
に
戻
る
も
の

で
も
な
く
、
脈
々
と
現
在
に
ま
で
続
く
王

道
か
ら
、
必
然
と
し
て
生
ま
れ
て
く
る
新

し
い
流
れ
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
変
化
を
恐
れ
て
は

い
け
な
い
の
で
す
が
、
そ
れ
は
単
な
る
シ

ス
テ
ム
を
い
じ
る
こ
と
で
は
な
く
、
ま
し

て
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
い
う
言
葉
だ
け
で

な
く
、
ま
し
て
大
人
の
都
合
だ
け
変
え
て

良
い
の
か
疑
問
を
持
つ
べ
き
で
し
ょ
う
。

　「
こ
ど
も
が
ま
ん
な
か
」
に
考
え
る
と

い
う
こ
と
は
、
子
ど
も
だ
け
を
指
す
の
で

は
な
い
の
で
す
。

　
子
ど
も
の
周
り
の
こ
と
だ
け
で
は
な

く
、
社
会
す
べ
て
に
つ
い
て
も
う
一
度
考

え
て
み
よ
う
と
い
う
の
が
、
こ
の
「
こ
ど

も
が
ま
ん
な
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
大
き

な
柱
で
す
。
そ
れ
は
子
ど
も
と
無
縁
の
社

会
は
、
ま
ず
あ
り
え
な
い
か
ら
で
す
。

　
私
た
ち
が
こ
の
「
こ
ど
も
が
ま
ん
な
か

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
た
も
っ
と

も
大
き
な
理
由
は
、
人
と
の
つ
な
が
り
で

す
。
た
だ
こ
こ
で
い
う
「
つ
な
が
り
」
と

は
、
流
行
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー

ル
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
人
の
温
も
り

が
伝
わ
る
も
の
を
指
し
ま
す
。

　
手
間
が
か
か
り
、
時
間
が
か
か
る
も
の

を
、
今
更
引
っ
張
り
出
し
て
も
若
い
世
代

に
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ま
た
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
に
よ
り
、

私
た
ち
の
生
活
環
境
は
好
む
と
好
ま
ざ
る

と
に
か
か
わ
ら
ず
、
個
人
で
は
余
り
あ
る

膨
大
な
情
報
が
渦
巻
い
て
い
ま
す
。
例
え

ば
地
球
の
裏
側
で
起
き
た
鉱
山
事
故
で
、

閉
じ
込
め
ら
れ
た
人
た
ち
の
救
出
作
戦
を

衛
星
中
継
で
手
に
汗
を
握
り
な
が
ら
眺
め

て
い
た
事
が
、
今
の
生
活
に
ど
ん
な
意
味

を
与
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。
知
っ
て
い
る

こ
と
が
価
値
あ
る
こ
と
で
は
な
く
、
知
り

得
た
事
で
何
を
為
し
た
か
が
重
要
で
あ
る

は
ず
で
す
。

　
家
族
と
い
う
社
会
的
な
一
つ
の
単
位

が
、
さ
ら
に
細
分
化
さ
れ
て
「
個
人
」
そ

の
も
の
が
そ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
っ
た
現

在
、
そ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
子
ど
も
た
ち
や

乳
児
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
危
機
感
を

持
つ
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　
自
分
で
判
断
し
、
行
動
で
き
る
大
人
と

違
い
、
子
ど
も
が
社
会
的
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
な
れ
ば
、
広
告
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
だ
け

が
先
行
し
、
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
慣
れ
、

自
ら
思
考
し
な
い
子
ど
も
た
ち
に
な
る
こ

と
は
無
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
た
ち
は
、
ど
の
子
ど
も
た
ち
も
活
躍

で
き
る
未
来
を
作
る
責
務
が
あ
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
変
わ
り
行
く
時
代
の
奔

流
に
惑
わ
さ
れ
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。

変
わ
る
こ
と
を
受
け
入
れ
る
も
拒
否
す
る

も
我
々
の
行
動
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
ま

し
て
子
育
て
も
新
し
い
時
代
に
合
わ
せ
て

変
わ
っ
て
い
く
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
そ
れ
は
商
品
を
作
る
よ
う
な
合
理
化

や
機
械
化
が
で
き
る
も
の
で
は
な
い
こ
と

は
わ
か
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

　
夢
と
可
能
性
と
情
熱
が
あ
れ
ば
、
そ
こ

に
未
来
へ
の
道
が
見
え
て
く
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。そ
れ
は「
現
実
」と
い
う
事
実
が
、

一
層
険
し
い
道
と
し
て
立
ち
は
だ
か
る
で

し
ょ
う
が
、
現
実
を
ひ
っ
く
り
返
す
英
知

と
勇
気
が
あ
れ
ば
、
夢
の
「
実
現
」
す
な

わ
ち
「
こ
ど
も
が
ま
ん
な
か
社
会
」
へ
の

道
が
拓
け
る
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
人
と
の
つ
な
が
り

　「
こ
ど
も
が
ま
ん
な
か
社
会
」
へ
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尾上 正史

こどもがまんなか

PROJCT・座長
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文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
幼
保
連

携
推
進
室
に
お
い
て
、
認
定
こ
ど
も
園

の
認
定
件
数
（
平
成
２４
年
４
月
１
日
現

在
）
に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果
は
、
以

下
の
と
お
り
で
す
。

◦
調
査
結
果
の
概
要

　
平
成
２４
年
４
月
１
日
現
在
の
「
認
定

こ
ど
も
園
」
の
認
定
件
数
は
、
全
国
で

９
１
１
件
で
す
。

【
主
な
ポ
イ
ン
ト
】

▼ 

平

成
２３
年
４
月
１
日
と
比
較
し
、

７
６
２
件
か
ら
９
１
１
件
（
都
道
府
県

数
４５
か
ら
４６
）
に
増
加
。

▼ 

認
定
件
数
の
多
い
都
道
府
県
／
①
東
京

７４
、
②
兵
庫
７２
、
③
北
海
道
４９
、
④
長

崎
４２
、
⑤
神
奈
川
３４

▼ 

昨
年
度
よ
り
認
定
件
数
の
増
加
し
た
都

道
府
県
／
①
兵
庫（
＋
１２
）、②
東
京（
＋

９
）、
③
北
海
道
、
鳥
取
（
＋
８
）

（
幼
児
教
育
課
）

　
　
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
件
数
に
つ
い
て

文部科学省だより

【平成24年4月1日現在の認定件数】

公立 私立 幼保連携型 幼稚園型 保育所型 地方裁量型

911 182 729 486 273 122 30

（類型別の内訳）（公私の内訳）
認定件数

公立 私立 幼保連携型 幼稚園型 保育所型 地方裁量型

平成19年4月1日現在 94 23 71 45 32 13 4

平成20年4月1日現在 229 55 174 104 76 35 14

平成21年4月1日現在 358 87 271 158 125 55 20

平成22年4月1日現在 532 122 410 241 180 86 25

平成23年4月1日現在 762 149 613 406 225 100 31

（公私の内訳） （類型別の内訳）
認定件数

（参考）認定件数の推移
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絵
本
の
樹
が
沢
山
植
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
ち
ょ
っ
と
入
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

〈
あ
っ「
ジ
ャ
ッ
キ
ー
の
た
か
ら
も
の
だ
」、

「
わ
に
わ
に
く
ん
」
も
あ
る
よ
〉。
最
近
植

え
ら
れ
た
可
愛
い
本
の
樹
に
、
小
さ
い
子

ど
も
た
ち
が
駆
け
寄
っ
て
い
き
ま
す
。〈
パ

パ
「
い
な
い
　
い
な
い
　
ば
あ
」
だ
。
う

ん
、パ
パ
も
昔
、ば
あ
ち
ゃ
ん
や
じ
い
ち
ゃ

ん
か
ら
毎
日
読
ん
で
も
ら
っ
た
大
好
き
な

本
だ
。
へ
ー
、
じ
ゃ
あ
ぼ
く
も
今
度
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
に
読
ん
で
あ
げ
よ
う
か

な
〉。
こ
ん
な
会
話
に
嬉
し
く
な
り
ま
す
。

　
そ
の
横
に
は
堂
々
た
る
古
木
。
平
安
時

代
か
ら
の
樹
齢
千
二
百
年
を
越
え
る
「
竹

取
物
語
」
と
解
説
が
あ
り
、
近
く
に
は
、 

「
か
ぐ
や
ひ
め
」
な
ど
そ
の
古
木
の
子
ど

も
や
孫
た
ち
も
育
っ
て
い
ま
す
。
中
に
は

最
近
植
え
ら
れ
た
ら
し
い
樹
も
見
え
ま

す
。こ
の
辺
は
日
本
の
昔
話
が
い
っ
ぱ
い
。

「
か
ち
か
ち
や
ま
」「
も
も
た
ろ
う
」「
さ

る
か
に
か
っ
せ
ん
」「
浦
島
太
郎
」
な
ど
、

こ
れ
も
樹
齢
五
百
年
ほ
ど
の
大
き
な
祖
先

の
樹
と
、
誰
が
植
え
た
の
か
分
ら
な
い
も

の
も
あ
る
そ
の
子
孫
た
ち
の
前
に
、
大
人

も
子
ど
も
も
立
ち
止
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
昔
話
は
、
外
国
で
も
日
本
で
も
、
も
と

も
と
仕
事
を
終
え
た
大
人
た
ち
が
楽
し
ん

だ
、
自
由
な
「
ほ
ら
話
」
辺
り
か
ら
生
ま

れ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
や
が
て
そ
れ
が
子

ど
も
に
も
楽
し
め
る
よ
う
に
、
あ
る
い
は

子
ど
も
に
何
か
を
伝
え
る
た
め
に
描
か
れ

た
り
し
て
、
世
界
中
で
愛
さ
れ
て
い
る
の

で
す
。
人
の
心
は
大
昔
か
ら
変
わ
っ
て
な

い
の
で
し
ょ
う
。

　
外
国
の
昔
話
や
民
話
の
樹
も
い
っ
ぱ
い

並
ん
で
い
ま
す
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
「
さ
ん

び
き
の
や
ぎ
の
が
ら
が
ら
ど
ん
」
は
日
本

語
に
訳
す
時
、
ヤ
ギ
た
ち
の
名
前
を
原
文

の
直
訳
で
な
く
「
が
ら
が
ら
ど
ん
」
と
し

た
こ
と
で
、
日
本
の
子
ど
も
た
ち
が
面
白

が
り
、
こ
れ
を
植
え
た
マ
ー
シ
ャ
・
ブ
ラ

ウ
ン
は
、〈
日
本
の
子
ど
も
た
ち
の
お
蔭

で
私
は
暮
ら
し
て
い
け
ま
す
〉
と
笑
っ
た

と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、
管
理
人
ら
し
い

人
が
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ふ
と
気
が
つ
く
と
、
こ
こ
で
は
い
ろ
ん

な
国
の
人
た
ち
に
出
会
い
ま
す
。
ア
メ
リ

カ
人
や
ド
イ
ツ
人
ら
し
い
人
、
サ
リ
ー
を

ま
と
っ
て
い
る
女
性
と
タ
ー
バ
ン
姿
の
一

家
は
き
っ
と
イ
ン
ド
の
親
子
。
に
ぎ
や
か

な
の
は
中
国
人
の
グ
ル
ー
プ
で
し
ょ
う
。

　
そ
う
で
す
。
こ
こ
は
世
界
中
で
唯
一
、

人
種
も
国
籍
も
年
齢
も
言
葉
も
全
く
無
関

係
に
、
自
由
に
出
入
り
で
き
る
、
絵
本
し

か
植
え
ら
れ
て
な
い
「
絵
本
の
森
」
で
す
。

最
初
の
頃
は
、
子
ど
も
の
こ
と
に
関
心
を

持
つ
人
た
ち
で
丁
寧
に
植
え
ら
れ
て
き
た

絵
本
の
樹
が
、
い
つ
の
ま
に
か
大
き
く
育

ち
、
だ
ん
だ
ん
と
関
心
を
持
た
れ
て
新
し

く
植
え
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。
今
は
大
人

の
方
が
自
分
の
好
き
な
樹
を
探
し
て
く
る

よ
う
に
さ
え
な
っ
て
い
ま
す
。

　
画
家
ゴ
ッ
ホ
を
弟
の
テ
オ
の
目
で
描
い

た
「
に
い
さ
ん
」（
い
せ
ひ
で
こ
）、
同
じ

伊
勢
英
子
の
「
ル
リ
ユ
ー
ル
お
じ
さ
ん
」

や「
１
０
０
０
の
風
１
０
０
０
の
チ
ェ
ロ
」

な
ど
も
、
大
人
と
子
ど
も
が
そ
れ
ぞ
れ
に

違
う
目
で
観
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
絵
だ
け

で
文
字
の
無
い
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
バ
ン
サ
ン

の
「
た
ま
ご
」「
ア
ン
ジ
ュ
ー
ル
」
な
ど

も
こ
の
仲
間
た
ち
。
で
も
同
じ
く
絵
だ
け

の
コ
リ
ン
ト
ン
の「
天
使
の
ク
リ
ス
マ
ス
」

は
、
思
わ
ず
ニ
ヤ
リ
と
す
る
場
面
も
。

　
よ
く
話
題
に
な
る
セ
ン
ダ
ッ
ク
の
「
か

い
じ
ゅ
う
た
ち
の
い
る
と
こ
ろ
」
が
、
原

本
の
「W

here the W
ild T

hin
gs

」
と

並
ん
で
い
ま
す
。こ
の
二
本
の
木
の
前
で
、

好
き
だ
・
嫌
い
だ
、
傑
作
だ
・
ど
こ
が 

コ
ー
ル
デ
コ
ッ
ト
賞
（
絵
本
の
最
高
賞
の

一
つ
）
か
？ 

な
ど
と
論
争
し
て
い
る
大

人
た
ち
も
い
ま
す
が
、
そ
の
横
で
は
そ
ん

な
大
人
の
言
い
争
い
と
は
無
関
係
に
、〈
か

い
じ
ゅ
う
だ
〉
と
大
喜
び
す
る
子
ど
も
た

ち
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
ー
、
も
う
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
世

界
中
の
人
々
が
、
子
ど
も
も
大
人
も
、
あ

ら
ゆ
る
違
い
を
乗
り
越
え
て
心
を
通
い
合

わ
せ
ら
れ
る
。
入
口
も
出
口
も
無
い
の
に

迷
う
こ
と
も
無
い
し
、
意
見
が
違
っ
て
も

血
を
見
る
よ
う
な
争
い
に
は
な
ら
ず
、
赤

ち
ゃ
ん
が
独
り
で
い
て
、
も
し
樹
を
か

じ
っ
て
も
心
配
無
用
。
間
違
い
な
く
世
界

共
通
の
文
化
遺
産
に
値
し
、
そ
れ
に
何
と

言
っ
て
も
今
も
発
展
し
続
け
る
、
こ
こ
は

限
り
な
く
豊
か
な
「
絵
本
の
森
」、
人
類

の
宝
な
の
で
す
。

（
つ
づ
く
）

　
　
世
界
文
化
遺
産

（？）

　
　
　
　
　
　
　 

「
絵
本
の
森
」
の
魅
力

間藤　侑
新潟大学名誉教授

２６
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愛
知
県
私
立
幼
稚
園
連
盟
は
、「
子
ど

も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
へ
の
対
応
」「
公

益
社
団
法
人
へ
の
移
行
」「
教
育
研
究
愛
知

大
会
の
開
催
」
の
３
点
を
重
点
課
題
と
し

て
本
年
度
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行
は
、
新
シ
ス

テ
ム
へ
の
流
れ
が
本
格
化
す
る
中
、
本
連

盟
が
よ
り
重
要
な
社
会
的
役
割
を
果
た
し

て
い
く
た
め
に
不
可
欠
で
あ
り
、
今
年
度

中
の
移
行
を
目
標
に
必
要
な
手
続
き
を

着
々
と
進
め
て
い
ま
す
。

　
新
シ
ス
テ
ム
へ
の
対
応
に
あ
た
っ
て
は
、

「
こ
ど
も
が
ま
ん
な
か
」
で
あ
る
こ
と
を
第

一
義
と
す
る
立
場
を
鮮
明
に
し
、
昨
年
度

は
会
長
が
県
下
の
全
市
町
村
長
を
訪
問
し

て
意
見
交
換
を
図
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今

年
度
も
よ
り
良
い
制
度
の
構
築
に
向
け
て

粘
り
強
い
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
同
時
に
、
す
べ
て
の
こ
ど
も
た
ち
が
良

質
な
幼
児
教
育
を
受
け
ら
れ
る
環
境
の
整

備
こ
そ
が
「
こ
ど
も
が
ま
ん
な
か
」
を
具

現
化
す
る
第
一
歩
で
あ
り
、
新
シ
ス
テ
ム

に
求
め
ら
れ
る
最
重
要
課
題
で
も
あ
る
と

い
う
認
識
の
も
と
、
そ
の
中
核
は
私
立
幼

稚
園
が
担
う
と
の
自
負
を
も
っ
て
、
教
育

課
程
の
充
実
は
も
と
よ
り
、
特
別
支
援
、

保
護
者
へ
の
対
応
、
教
育
相
談
、
環
境
教

育
等
々
の
充
実
に
向
け
た
研
修
や
、
新
任

か
ら
２
年
目
、
３
年
目
、
１０
年
目
、
更
に

は
園
長
・
主
任
等
指
導
的
立
場
に
至
る
ま

で
、
個
々
の
教
員
の
経
験
や
レ
ベ
ル
に
即

し
た
段
階
的
か
つ
き
め
細
か
い
研
修
メ

ニ
ュ
ー
を
揃
え
、
免
許
更
新
に
つ
い
て
も

必
要
な
単
位
の
す
べ
て
を
履
修
可
能
な
体

制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
成
果
を
踏
ま
え
、
本
年
７
月
２６
・

２７
両
日
、「
保
育
の
質
を
考
え
、
実
践
に

つ
な
げ
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
全
１８
分
科
会

を
用
意
し
て
、
名
古
屋
国
際
会
議
場
を
舞

台
に
、
東
海
・
北
陸
地
区
私
立
幼
稚
園
教

育
研
究
愛
知
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
大
会
を
通
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
幼

児
教
育
の
進
む
べ
き
道
を
示
し
て
い
け
れ

ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
愛
知
県
私
立
幼
稚
園
連
盟
副
会
長
、
小

牧
市
・
外
山
幼
稚
園
／
松
岡
明
範
）

　
滋
賀
県
は
日
本
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

し
、
日
本
最
大
の
湖
“
琵
琶
湖
”
を
囲
ん

で
ド
ー
ナ
ツ
状
に
街
が
あ
り
ま
す
。
湖
の

北
と
南
と
で
は
気
候
風
土
の
違
い
だ
け
で

な
く
、
人
口
や
街
の
振
興
状
況
に
も
大
き

な
違
い
が
あ
り
ま
す
。
京
都
・
大
阪
に
直

接
通
じ
る
Ｊ
Ｒ
沿
線
に
は
、
駅
周
辺
に
高

層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
立
ち
並
び
、
子
ど
も
た

ち
の
数
も
増
加
し
、
そ
れ
な
り
に
子
ど
も

人
口
は
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以

外
の
地
域
で
は
確
実
に
少
子
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。
や
む
を
得
ず
今
年
度
か
ら
認
定

こ
ど
も
園
へ
の
切
り
替
え
に
踏
み
切
っ
た

園
も
出
て
い
ま
す
。
本
県
は
公
立
が
圧
倒

的
に
多
く
、
私
立
幼
稚
園
は
２３
園
と
い
う

少
数
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
立
地
条
件
の

悪
さ
に
加
え
、
近
年
ど
の
園
で
も
預
か
り

保
育
を
始
め
た
た
め
に
、
平
日
に
研
修
会

を
持
つ
こ
と
が
非
常
に
困
難
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
一
般
の
研
修
は
夏
休
み
に
集

中
し
て
行
な
う
等
、
工
夫
を
し
て
い
ま
す

が
、
教
師
の
人
権
感
覚
を
育
て
る
た
め
の

研
修
会
に
つ
い
て
は
、
毎
年
２
月
に
力
を

注
い
で
開
催
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
近
年
“
特
別
に
支
援
を
必

要
と
す
る
子
ど
も
た
ち
”
の
数
が
急
増
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
子
ど
も
た
ち
が
皆

と
同
じ
よ
う
に
育
っ
て
い
け
る
た
め
に

は
、
教
師
一
人
ひ
と
り
が
人
権
感
覚
を
豊

か
に
持
っ
て
い
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
私

た
ち
滋
賀
私
幼
の
教
師
た
ち
は
、
部
落
差

別
を
始
め
、
在
日
外
国
人
、
障
が
い
者
、

ハ
ン
セ
ン
病
等
、
今
日
も
な
お
残
っ
て
い

る
人
権
問
題
に
つ
い
て
の
学
習
を
続
け
て

き
ま
し
た
。
昨
秋
は
、
重
度
の
自
閉
症
児

の
子
育
て
を
し
て
こ
ら
れ
た
親
の
立
場
か

ら
の
発
題
に
傾
聴
し
ま
し
た
。
私
た
ち
の

県
は
近
隣
に
た
く
さ
ん
の
原
子
力
発
電
所

を
抱
え
る
県
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
東
日

本
の
震
災
に
よ
る
被
災
者
支
援
の
問
題
、

放
射
能
汚
染
と
子
ど
も
た
ち
の
生
命
の
安

全
の
問
題
等
、さ
ら
に
視
野
を
広
げ
つ
つ
、

子
ど
も
た
ち
の
育
ち
を
見
守
っ
て
い
く
責

任
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。（
滋
賀
県

私
立
幼
稚
園
連
合
会
研
修
委
員
長
、
草
津

市
・
信
愛
幼
稚
園
／
奈
良
登
貴
子
）

　
「
こ
ど
も
が
ま
ん
な
か
」
を
第
一
義
に

愛
知
県
か
ら
の
お
た
よ
り

 

　
　
人
権
感
覚
豊
か
な
教
師
に

滋
賀
県
か
ら
の
お
た
よ
り

愛知県メモ

面積：５，１６４．５７ｋｍ２

県の花：カキツバタ
県の木：ハナノキ
県の鳥：コノハズク
県の魚：クルマエビ

滋賀県メモ

面積：４，０１７ｋｍ２

琵琶湖：約６７０．５７ｋｍ２

県の木：もみじ
郷土の花：しゃくなげ
県の鳥：かいつぶり
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カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
の
花
が
店
先
に

さ
わ
や
か
に
咲
き
、

も
う
す
ぐ
母
の
日

で
す
。
１
年
に
一
度
感
謝
の
気
持
ち
を
伝

え
た
い
で
す
ね
。
父
の
日
も
…
…
◆
さ 

て
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
に
今
ま

で
我
慢
を
し
て
い
た
お
子
さ
ん
が
疲
れ
と

慣
れ
と
寂
し
さ
で
泣
き
始
め
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
笑
顔
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
一

人
ひ
と
り
丁
寧
に
か
か
わ
り
、
心
を
込
め

て
保
育
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
◆
４
月
１２

日
の
自
民
党
議
連
総
会
に
お
い
て
、
全
日

私
幼
連
か
ら
意
見
発
表
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
学
校
教
育
機
能
部
分
に
関
す
る
設
置

基
準
は
現
行
よ
り
教
育
の
質
を
向
上
せ

し
め
る
も
の
と
す
べ
き
で
、
質
の
良
い
教

育
が
最
も
大
切
と
の
発
言
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
、

２
０
１
５
年
に
消
費
税
１０
％
が
実
現
し
な

い
と
今
ま
で
話
し
合
っ
た
こ
と
は
無
に
な

り
ま
す
◆
子
ど
も
の
良
さ
を
生
か
し
、
か

わ
い
ら
し
さ
を
支
え
「
こ
ど
も
が
ま
ん
な

か
」
で
、
子
ど
も
を
ダ
メ
に
す
る
よ
う
な

こ
と
は
、
や
め
た
方
が
い
い
こ
と
を
全
国

で
力
を
あ
わ
せ
て
訴
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
！ 
（
調
査
広
報
委
員
会
編
集
委
員
・
梅

澤
眞
理
）

編
集

　

後
記

　
　
　
私
幼
時
報
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　
「
私
幼
時
報
」
は
全
日
本
私
立
幼

稚
園
連
合
会
お
よ
び
財
団
法
人
全
日

本
私
立
幼
稚
園
幼
児
教
育
研
究
機
構

の
機
関
誌
と
し
て
加
盟
の
幼
稚
園
に

毎
月
お
届
け
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
幼
時
報
は
、
全
日
私
幼
連
、
㈶

全
日
私
幼
研
究
機
構
の
会
議
報
告
の

他
に
、「
視
点
」「
こ
ど
も
学
」「
免
許

状
更
新
講
習
・
認
定
一
覧
」
や
「
こ

ど
も
が
ま
ん
な
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

取
り
組
み
」
な
ど
、
園
長
先
生
だ
け

で
な
く
教
職
員
の
方
や
保
護
者
の
方

に
も
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
誌

面
も
設
け
て
お
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
皆
様
で
私
幼
時
報
を
閲
覧

し
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
調
査
広
報
委
員
会
）

平成２４年度（第４回）　免許状更新講習の認定一覧

●必修領域「教職についての省察並びに子どもの変化、教育政策の動向及び学校の内外における連携協力についての理解に関する
事項」に関する免許状更新講習

講習の

開催地
講習の概要 担当講師 時間数 講習の期間 受講数 認定番号

北海道

札幌市

　「教職についての省察」「子どもの変化につい

ての理解」「教育政策の動向理解」「学校の内外

の連携についての理解」の４つの事項について、

教員に求められる最新の知識の修得と今日的な

教育課題についての理解を深めることを目指す。

また、幼稚園教諭免許状の更新者に焦点を当て

た内容としている。

三上　勝夫（北海道文教大学人間科学

部　教授）

星　信子（札幌大谷大学短期大学部　

准教授）

内山　隆（札幌国際大学短期大学部幼

児教育保育学科教授）

吉田　耕一郎（北見北光幼稚園　園長、

北翔大学非常勤講師）

１２時間
平成２４年７月３１日～

平成２４年８月１日
１５０人

平２４- 

８１３４０-

００６２３号

北海道

札幌市

　「教職についての省察」「子どもの変化につい

ての理解」「教育政策の動向理解」「学校の内外

の連携についての理解」の４つの事項について、

教員に求められる最新の知識の修得と今日的な

教育課題についての理解を深めることを目指す。

また、幼稚園教諭免許状の更新者に焦点を当て

た内容としている。

平野　良明（札幌国際大学人文学部　

教授）

鹿嶋　桃子（名寄市立大学短期大学部

児童学科　専任講師） 

吾田　富士子（藤女子大学人間生活学

部保育学科　准教授）

東　重満（美晴幼稚園　園長、光塩学

園女子短期大学非常勤講師、藤女子大

学非常勤講師）

１２時間
平成２５年１月１０日～

平成２５年１月１１日
１５０人

平２４- 

８１３４０-

００６２４号

福島県

郡山市

　幼稚園教諭を対象とし、教職についての省察

並びに子どもの変化についての理解、教育政策

の動向及び学校の内外における連携協力につい

ての理解、に関して今日求められている幼稚園

教育の課題をふまえて、幼稚園や教員が果たす

べき役割について考察する。

関　章信（福島めばえ幼稚園理事長・

園長）

井上　孝之（岩手県立大学社会福祉学

部福祉臨床学科准教授）

高橋　昇（原釜幼稚園園長、近畿大学

豊岡短期大学通信教育部非常勤講師）

横山　文樹（昭和女子大学人間社会学

部初等教育学科教授）

１２時間
平成２４年７月２６日～

平成２４年７月２７日
４０人

平２４- 

８１３４０-

００６２６号
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講習の

開催地
講習の概要 担当講師 時間数 講習の期間 受講数 認定番号

石川県
白山市

　「教職についての省察」「子どもの変化に
ついての理解」「教育政策の動向についての
理解」「幼稚園内外における連携協力につい
ての理解」の４つの事項について、教員に
求められている最新の知識・技能の修得と
今日的な教育課題についての理解を深める
ことを目指す。

田中　雅道（財団法人全日本私立幼
稚園幼児教育研究機構理事長）
安達　譲（学校法人ひじり学園せん
りひじり幼稚園園長、 財団法人全日
本私立幼稚園幼児教育研究機構研究
研修協力委員）

１２時間 平成２４年８月３０日～
平成２４年８月３１日 ５０人

平２４- 
８１３４０-
００６２２号

愛知県
名古屋市

　幼稚園教諭を対象とし、「教職についての
考察」「子どもの変化についての理解」「教
育政策の動向についての理解」「学校の内外
における連携協力についての理解」の４つ
の事項について、教員に求められる最新の
知識・技術の習得と今日的な教育課題につ
いての理解を深めることを目指す。

山口　雅史（椙山女学園大学人間関
係学部教授）
大森　隆子（椙山女学園大学教育学
部教授）
齋藤　善郎（豊橋創造大学非常勤講
師、林丘幼稚園理事長）

１２時間 平成２４年７月３０日～
平成２４年７月３１日 １５０人

平２４- 
８１３４０-
００６２１号

京都府
京都市

　本講習は、「教職についての省察」「子ど
もの変化についての理解」「教育政策の動向
についての理解」「学校内外における連携協
力についての理解」の４つの事項について、
教員に求められる最新の知識・技能の習得
と今日的な教育課題についての理解を深め
ることを目指す。

田中　雅道（財団法人全日本私立幼
稚園幼児教育研究機構理事長）  
安達　譲（学校法人ひじり学園せん
りひじり幼稚園園長、財団法人全日
本私立幼稚園幼児教育研究機構研究
研修協力委員）   
宮下　友美恵（学校法人静岡豊田学
園静岡豊田幼稚園園長、財団法人全
日本私立幼稚園幼児教育研究機構研
究研修副委員長、静岡英和学院大学
短期大学部非常勤講師、常葉学園短
期大学非常勤講師）

１２時間 平成２４年７月２１日～
平成２４年７月２２日 １００人

平２４- 
８１３４０-
００６２５号

●選択領域「教科指導、生徒指導その他教育の充実に関する事項」に関する免許状更新講習

講習の

開催地
講習の概要 担当講師 時間数 講習の期間 受講数 認定番号

北海道
札幌市

　「保育現場での質を高める」「幼稚園の役
割を広く深める」の２つの事項について理
解と実践をふり返り、応用力をつけ保育現
場における現代的な課題に関する知識と理
解を得ることを目指す。また、幼稚園教諭
免許状の更新者に焦点を当てた内容として
いる。

伏見　千悦子（北翔大学生涯学習シ
ステム学部　講師）
清水　郁太郎（札幌大谷大学短期大
学部保育科准教授）
森山　正美（富丘つくし幼稚園　園
長、北翔大学 非常勤講師）

６時間 平成２４年８月２日 １５０人
平２４- 
８１３４０-
５５９９７号

北海道
札幌市

　「保育現場での質を高める」「幼稚園の役
割を広め深める」の２つの事項について理
解と実践をふり返り、応用力をつけ保育現
場における現代的な課題に関する知識と理
解を得ることを目指す。また、幼稚園教諭
免許状の更新者に焦点を当てた内容として
いる。

山田　りよ子（藤女子大学人間生活
学部准教授）
佐藤　公文（わかば幼稚園　園長、
海道教育大学教育学部旭川校非常勤
講師）
鈴木　傑（苫小牧マーガレット幼稚
園理事長、光塩学園女子短期大学非
常勤講師）

６時間 平成２４年８月３日 １５０人
平２４- 
８１３４０-
５５９９８号

北海道
札幌市

　「保育現場での質を高める」「幼稚園の役
割を広め深める」の２つの事項について理
解と実践をふり返り、応用力をつけ保育現
場における現代的な課題に関する知識と理
解を得ることを目指す。また、午前中は公
開保育園において保育研究を行うなど、幼
稚園教諭免許状の更新者に焦点を当てた内
容としている。

芝木　捷子（なかのしま幼稚園　園
長、札幌国際大学短期大学部非常勤
講師）

６時間 平成２４年１０月１９日 １００人
平２４- 
８１３４０-
５５９９９号

北海道
岩見沢市

　「保育現場での質を高める」「幼稚園の役
割を広め深める」の２つの事項について理
解と実践をふり返り、応用力をつけ保育現
場における現代的な課題に関する知識と理
解を得ることを目指す。また、午前中は公
開保育園において保育研究を行うなど、幼
稚園教諭免許状の更新者に焦点を当てた内
容としている。

藤井　由美子（北翔大学短期大学部
こども学科　教授）

６時間 平成２４年８月２５日 ５０人
平２４- 
８１３４０-
５６０００号

北海道
帯広市

　「保育現場での質を高める」「幼稚園の役
割を広め深める」の２つの事項について理
解と実践をふり返り、応用力をつけ保育現
場における現代的な課題に関する知識と理
解を得ることを目指す。また、午前中は公
開保育園において保育研究を行うなど、幼
稚園教諭免許状の更新者に焦点を当てた内
容としている。

吉田　耕一郎（北見北光幼稚園　園
長、北翔大学非常勤講師）

６時間 平成２４年１０月６日 ５０人
平２４- 
８１３４０-
５６００１号

北海道
伊達市

　「保育現場での質を高める」「幼稚園の役
割を広め深める」の２つの事項について理
解と実践をふり返り、応用力をつけ保育現
場における現代的な課題に関する知識と理
解を得ることを目指す。また、午前中は公
開保育園において保育研究を行うなど、幼
稚園教諭免許状の更新者に焦点を当てた内
容としている。

小田　進一（北海道文教大学人間科
学部 准教授）  

６時間 平成２４年１０月６日 ５０人
平２４- 
８１３４０-
５６００２号

北海道 
士別市

  「保育現場での質を高める」「幼稚園の役割
を広め深める」の２つの事項について理解
と実践をふり返り、応用力をつけ保育現場
における現代的な課題に関する知識と理解
を得ることを目指す。また、午前中は公開
保育園において保育研究を行うなど、幼稚
園教諭免許状の更新者に焦点を当てた内容
としている。

土門　裕之（拓殖大学北海道短期大学
保育科教授）           

６時間 平成２４年１０月１３日 ５０人
平２４- 
８１３４０-
５６００３号
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講習の

開催地
講習の概要 担当講師 時間数 講習の期間 受講数 認定番号

茨城県 
つくば市

　古代の遺跡から、江戸時代、明治時代と
日本の歴史の中で子どもはどのように育て
られてきたのかをたどって親子の関係を探
り、さらに今日の子ども観を明確にしてい
く。また、その中心となる「遊び」につい
て考察したり、簡単なおもちゃを作って実
感しながら「遊び」を深く理解する。

飛田　隆（茨城キリスト教大学文学部
児童教育学科講師）

６時間 平成２４年７月２５日 ８０人
平２４- 
８１３４０-
５５９８８号

茨城県 
つくば市

　幼児を理解する上で、子どもの育ちと記
録は切り離せない課題である。０歳～６歳
までの道徳性の育ち、自我・自己主張など
心の育ち、社会性の育ちを再認識し記録を
通したあそびをさせソートをもとに考える。 
　子どもの発達の理解をふまえ、個人・集
団記録や保育日誌の活用、保護者への伝達
方法、さらに保育者同士の情報共有、園内
研修のリード、保育理論の構成、保育への
フィードバックなど、育ちの記録をどう利
用し生かしていくかを学ぶ。

石川　洋子（文教大学教育学部教授）

６時間 平成２４年７月２６日 ８０人
平２４- 
８１３４０-
５５９８９号

群馬県 
渋川市

  「環境を通して行う教育」の具体的方法は
あそびである。　そこで教師は幼児が遊び
の中で豊かな経験や学びを積み重ねられる
ように援助することが求められる。　幼児
一人一人の見方、考え方、感じ方などを理
解し、幼児の学びの質を高める環境構成の
在り方を探る内容としたい。

佐藤　康冨（鎌倉女子大学短期大学部
教授） 
柳　　晋（育英短期大学　教授） 
金子　仁（育英短期大学　准教授） ６時間

平成２４年７月２６日～
 
平成２４年７月２７日

３０人
平２４- 
８１３４０-
５６００５号

千葉県 
千葉市

  本講習は、国公私立の区別なく、幼稚園教
育に携わる教諭の多様なニーズに応じた講
習、幼稚園教育における専門的な知識や技
能の習得、幼稚園教諭としての資質向上の
ための意識ある講座とするため①現場に生
かす幼稚園教育要領について②理想の教育
課程作成についてなどを中心に講義等を行
います。

内田　伸子（お茶の水女子大学　客員
教授・名誉教授） 
岸井　慶子（鎌倉女子大学短期大学部
教授） 
青木　久子（青木幼児教育研究所　主
宰） 
山田　宏史（初山幼稚園副園長） 
髙橋　かほる（聖徳大学　准教授） 
高橋　史朗（明星大学　教授） 
黒須　和清（洗足こども短期大学専任
教授） 
太田　光洋（和洋女子大学　教授） 
若月　芳浩（玉川大学　准教授）

６時間 平成２４年７月２４日 １００人
平２４- 
８１３４０-
５６０１１号

東京都 
千代田区

　本講習は、①現在の子どもが置かれてい
る状況について②保育現場に於ける対応の
仕方について③自分の保育をいかに評価し、
それをどう深めていくかについて④保育の
質とは何かについてなどを中心に講習を行
う。また、参加者同士の討論を通じて、い
ずれも自らの問題として理解を深め、実践
力をつける講習とする。

鯨岡　峻（中京大学教授） 
青木　久子（青木教育研究所主宰）

１２時間 平成２４年７月２５日～ 
平成２４年７月２６日 １００人

平２４- 
８１３４０-
５６０１０号

神奈川県 
横浜市

　本講習では、他者の保育から学ぶと共に
明日への保育の課題を発見するなどについ
てを中心に講習を行います。

佐藤　康富（鎌倉女子大学教授）
６時間 平成２４年８月３日 ２５人

平２４- 
８１３４０-
５５９９０号

神奈川県 
川崎市

　本講習では、子供たちが心を動かして生
活する保育などについてを中心に講習を行
います。

小泉　裕子（鎌倉女子大学　教授）   
６時間 平成２４年８月３日 ２５人

平２４- 
８１３４０-
５５９９１号

石川県 
白山市

　この講習では、幼稚園教育における子ど
もと保育者との人間関係づくり、保護者と
保育者との人間関係づくり、家庭や地域と
の関係づくりなどに関して、石川県の現状
を踏まえながら、実践的かつ理論的な課題
がどこにあるのかということについて、理
解を深めていきたい。

中山　弘之（愛知学泉短期大学講師）

６時間 平成２４年７月７日 ５０人
平２４- 
８１３４０-
５５９９４号

石川県 
白山市

　石川県の幼稚園で三年保育が当たり前に
なって久しいが、近年「満三歳児」保育が
増加し、二歳児が幼稚園生活のスタートと
なりつつある。「満三歳児」保育を幼稚園生
活にどのように位置づけ、どのように捉え
て子どもたちと向き合っていけばいいのだ
ろうか。二歳児の育ちを理解し、有意義で
幼稚園らしい集団生活のあり方を考える。

上田　由紀子（金城大学社会福祉学部
非常勤講師）

６時間 平成２４年８月１日 ５０人
平２４- 
８１３４０-
５５９９５号

石川県 
白山市

　保育所保育指針が子育て支援という用語
を使っているのに対して、幼稚園教育要領
は「子育ての支援」ということばを用いて
いる。発達障害をもつ子の保護者との連携
のための配慮点などを例に、フレーベルが
幼稚園というものを発明したとき以来の本
質「大人にとっても育ちの場である幼稚園」
について考える。

大井　佳子（北陸学院大学  人間総
合学部　幼児児童教育学科　教授、
学校法人　木の花幼稚園　園長）

６時間 平成２４年８月８日 ５０人
平２４- 
８１３４０-
５５９９６号

静岡県 
静岡市

　乳幼児期に育つ「生きる力」はどのよう
な姿として現れるかを、近年注目されてい
るニュージーランドの「学びの物語」を手
掛かりに明らかにし、一人ひとりの子ども
にそった保育の手立てのたて方を学ぶ。ま
た、幼児の造形は、身近に手に入る材料や
道具で作れることが基本で、作り直すたび
に面白い工夫へ発展する柔軟性のある制作
活動であることを実際に体験し、明日から
の保育に取り入れ、保育内容を充実させて
いくことを学ぶ。

大宮　勇雄（福島大学人間発達文化
学類教授）
菅原　順一（駒沢女子短期大学准教
授）

６時間 平成２４年８月８日 ７０人
平２４- 
８１３４０-
５５９９２号
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講習の

開催地
講習の概要 担当講師 時間数 講習の期間 受講数 認定番号

静岡県 
静岡市

　子どもたちが夢中になって遊ぶための環
境の構成や、ものや人とのかかわりを深め、
体験を通して学びを深めるための教師の援
助について、発達の時期、興味や関心、生
活の流れの視点から学習する。また、領域

「表現」の中で、色や形、ものにかかわる造
形表現遊びを中心に講義・実技演習を行い、
子ども達の豊かな表現を支えるための保育
者の知識や技能について学び、子どもの興
味・関心、発達の実情に応じた指導や援助
について考える。

神長　美津子（東京成徳大学教授） 
村田　夕紀（四天王寺大学短期大学
部准教授）

６時間 平成２４年８月１０日 ７０人
平２４- 
８１３４０-
５５９９３号

愛知県 
名古屋市

　「子どもの発達の今をとらえ、明日を見据
える保育」子どもの発達を個体の成長とと
らえる見方から、様々な人・モノ・コトと
不可欠なものとしてとらえる関係的な発達
観へと理解を深めていく。また、子どもの
発達を関係的に理解することが指導計画の
作り方・考え方をどのように変えていくこ
とになるのかという点についても具体的な
事例をふまえながら解説する。

竹川　慎哉（中部大学現代教育学部
講師）
伊藤　園子（中部大学現代教育学部
非常勤講師、いとう幼稚園園長）

６時間 平成２４年８月７日 １５０人
平２４- 
８１３４０-
５５９８５号

愛知県 
名古屋市

「特別支援教育についての理解を深める」こ
の講習では、障がい児を含めた保育につい
て、障がいの特性の理解、保育上の留意す
べき点、保護者への対応、専門機関との連携、
小学校との連携、特別支援教育の理解など
を中心に学んでいく。

川瀬　正裕（金城学院大学人間科学
部教授）

６時間 平成２４年８月９日 １５０人
平２４- 
８１３４０-
５５９８６号

愛知県 
名古屋市

「幼児の生活習慣と幼児体育」近年、幼児の
不規則な生活習慣が心身の発育・発達に影
響を与えることが懸念され、子どもの体力・
運動能力の低下の問題は、幼児期からの取
り組みが重要であると着目されてきている。
本講習では、幼児の生活習慣、体力・運動
能力に関わる現状と課題について理論的に
アプローチしていく。また、幼児期に豊か
な体力・運動能力をは育ませるための運動
遊びを実技実習を通して探求していく。

花井　忠征（中部大学現代教育学部
教授）

６時間 平成２４年８月１０日 １５０人
平２４- 
８１３４０-
５５９８７号

奈良県 
奈良市

  教師が一人一人の幼児をよく理解し、保育
を進めていくことが基本だが、経験をもと
に教師の思いこみで幼児を見、保育実践を
していることはないだろうか。初心に戻り、
幼児をよく見つめ、行動の意味を探り、思
いをくみ取り、理解を深める努力と工夫が
望まれる。教師と幼児の理解しあえる温か
い関係が、充実した生活を実現できる保育
実践につながる。より良い保育をつくり出
すために欠かせない幼児理解について考え
る。

秋田　喜代美（東京大学大学院教育
学研究科教授）
茂木　健一郎（ソニーコンピュー
ターサイエンス研究所シニアリサー
チャー）
石田　伸子（神戸海星女子大学非常
勤講師、奈良佐保短期大学非常勤講）

６時間

平成２４年７月２６
日～ 
平成２４年７月２７
日

３５人
平２４- 
８１３４０-
５６０１２号

山口県 
宇部市

本講習は、「保育現場での質を高める」こと
を目的として、①幼児理解と育ちの記録②
子どもの傍らに在ることの意味③園内研修
の構築④保育者間あるいは保護者との円滑
な人間関係などを中心に講義等を行います。

大豆生田　啓友（玉川大学教育学部
幼児発達学科　准教授）
林　　隆（山口県立大学看護栄養学
部看 護 学 科教　授）
杉山　裕子（梅光学院大学子ども学
部非常勤講師）
中邑　隆哉（岩国短期大学非常勤講
師）

６時間
平成２４年７月２５日～ 
平成２４年７月２６日

５０人
平２４- 
８１３４０-
５６００７号

佐賀県 
佐賀市

 保育実践の中で、さまざまな保育の形態（縦
割り、横割り、チーム保育、預かり保育、
満３歳児保育等）を通して、子ども同士の
関係性を促す為に必要な協同的な遊びと学
びの理解を深め、よりよい学級経営ができ
るように教員の資質向上を計ることを目指
す。

大宮　勇雄（福島大学　人間発達文
化学類　人間発達専攻 教授）           

６時間 平成２４年７月２６日 ４０人
平２４- 
８１３４０-
５６００６号

長崎県 
雲仙市

本講習は、①「保育の計画と実践と評価」　 
・具体的な保育事例を通し、グループ協議や
講演により主体的に学ぶ②「幼児の発達す
る姿をどうとらえるか」  ・幼児の行動を結
果で評価するのではなく、今どうしようと
しているのかをよく見る姿勢を、講演を通
して学ぶについてなどを中心に講習を行う。

井口　均（長崎大学教育学部副学部
長）
後藤　節美（別府大学短期大学部初
等教育科非常勤講師）          ６時間 平成２４年７月２６日 ３０人

平２４- 
８１３４０-
５６００９号

宮崎県 
宮崎市

  『子どもの発達理論』分野から「子どもの
発達と幼児教育の課題～心の育ちと保育」
について、保育現場のおかれている状況に
もお詳しい淵　和子先生に自園のエピソー
ドも交えて講義いただく。また、『特別支援
教育』分野から「障がい児支援と子育て支援」
について、専門的立場から黒川久美先生に
講義いただく。

淵　和子（西南女学院大学短期大学部
保育課非常勤講師、霧ヶ丘幼稚園園長） 
黒川　久美（南九州大学人間発達学部
准教授）

６時間 平成２４年７月２７日 ５０人
平２４- 
８１３４０-
５６００４号

鹿児島県 
鹿児島市

本講習は、①幼児期の発達特性を踏まえた
適切な保育の在り方についての研修②教育
課程の編成・望ましい指導計画の作成とそ
の展開のしかた。また、幼小の接続の在り
方についての研修などについてを中心に講
習を行う。

坪井　敏純（鹿児島女子短期大学児童
教育学科　教授）
今林　俊一（鹿児島大学教育学部　教
授） ６時間 平成２４年８月２日 ５０人

平２４- 
８１３４０-
５６００８号


